




























































































































































































































































































　明治 38年 (1905) に日露戦争の戦費調達のため、
政府により塩が専売制になりました。瀬戸内を中心と
した大規模な入
いりはま
浜式製塩が効率的には優位であったた
め、中世以来続いていた各地の揚浜式製塩は、塩業整
理で姿を消しました。佐渡の製塩も明治末年に廃止さ
れましたが、物資の供給が極端に悪かった戦中・戦後
にかけて復活した時期があります。
現在私たちが日常食べている食塩は、昭和47年頃か
ら「イオン交換膜製法」で製造されている、塩化ナト
リウム成分が100％に近い塩です。平成９年には塩の
専売制が廃止になり、各地域で作られた塩が販売され
るようになっています。
両津郷土博物館には、製塩関係を含む「北佐渡の漁撈
用具」が展示されています。（国指定重要有形民俗文
化財）このたび能登と佐渡が世界農業遺産（ジアス）
に認定されましたが、有史以前から能登との関係が深
い佐渡。この製塩法も両地をつなぐ絆の一つです。　
　　　　　　　　文責：野口 敏樹
【博物館協議会の動向】
　佐渡市博物館協議会では、佐渡市の博物館・資料館の将来像に係る協議を、平成20年度以来続けてきまし
たが、本年３月30日に答申が出されました。昭和30年代から各市町村で整備されてきた博物館・資料館を
整理統合し特徴を持たせながら、観光地に加え、市民の博物館としても利用いただくため、本答申にはそのた
めの運営や事業方針が盛り込まれています。
塩づくりに挑戦（両尾海岸）
揚浜式製塩用具（両津郷土博物館）
